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小田桐　入省し採用となったのが、ここ北上川ダ

ム統合管理事務所です。今回、事務所長という立場

で再び勤務することになり、非常に身が引き締ま

る思いです。いろいろ思い出のある事務所で、当時

は5大ダム（四十四田ダム、御所ダム、田瀬ダム、湯

田ダム、石淵ダム）の管理だけでしたが、現在はダ

ム再生事業やハイブリッドダムの取り組みなど、

やはり時代とともに事務所の業務も多様化してき

ていると改めて感じています。周辺自治体にあい

さつ回りを行った際、地域の期待も大きいことか

ら着実に事業を進めていきたいと思います。

小田桐　四十四田ダムの堤体嵩上げについては、

引き続き調査設計を進めます。地質調査や模型実

験などの結果を踏まえ、さらに設計精度を高め、施

工計画の検討などを進めていきます。四十四田ダ

ムの嵩上げで難しいのはコンクリートとアース

フィルの複合ダムとなっていることです。嵩上げ

自体の事例はありますが、複合ダムを嵩上げした

事例は全国的にも見当たらず、そういう意味では

より詳細な技術的検討が必要となります。研究機

関とも協議を重ね、今まで積み上げてきたことを

活かしながら前に進んでいきたいと思います。ま

た、環境影響評価の手続きもスタートしています

ので、着実に進めていきます。

小田桐　来年、田瀬ダムが竣工から70年、湯田ダ

ムは60年と歴史がすごくあり、田瀬ダムは全国の

国管理ダムの中でも2番目に古い部類になります。

土木学会の選奨土木遺産にも認定されるなど、地

域に貢献してきましたが、課題として思っている

のが、老朽化も進んでいることです。岩手県内の北

上川では、流域の4割以上を5大ダムの流域が占め、

北上川流域にとって重要な役割を担っています。

流域の安全を確保する上で、歴史ある施設を適切

に管理していくために費用の平準化を図りながら、

どうやって維持管理していくのか。今の設備の状

況を見ながら計画を立てて更新・改修を進めてい

かなければなりません。今後、数十年ぐらいのスパ

ンで長寿命化計画を立てて平準化しながら進めて

いきたいと思います。また、ダム湖を活用した地域

活性化は、各市町村、地域の期待が大きい部分です。

例えば、胆沢ダムでは奥州市とモンベルが協定を

結び、交流人口の拡大に向け話を進めていますの

で、事務所としても連携しながら活性化に取り組

んでいければと考えています。胆沢ダムではカ

ヌー、湯田ダムでは貯砂ダムなどを活用し、人を呼

び込む施策にも取り組んでいきたいと思っていま

す。この他にも四十四田ダムは、ゴムボート下りの

スタート地点でもあるほか、さくらまつりの開催

やダム下流側でキャンプを行ったりしていますの

で、親しみのあるダムになり地域活性化に少しで

も役立てればと思います。

小田桐　東日本大震災や令和元年東日本台風とい

うどちらも非常に大きな災害を経験し、その復旧

に関わりました。事前防災も含めしっかりとした

対応を講じることが大切だと実感しました。流域

治水を進める中で、ダムは水を貯め、下流地域の安

全を確保する重要な役割を担っています。ダム再

生を進めながら地域の安全を向上させるために、

これまでの災害対応の経験を活かし取り組んでい

きたいと思います。またダム管理は見えづらい部

分もありますから、地域に少しでも情報発信、見え

る化をしながら、ツイッターなどを利用し情報を

提供しています。情報発信をすることで地域の

方々の理解が深まり、何かあった時でも協力し合

える関係が構築されればいいなと思います。

小田桐　何事も楽しく前向きに捉え、どのような

仕事もやっていこうと思っています。大変に感じ

ることも今後、何かに役に立つという思いで、行

うようにしています。就任時、職員には時代の

ニーズ、多様化している業務にしっかり応えられ

るように取り組むことはもちろん、できるだけ効

率化を図りながら地域の期待に応えられるよう、

また、ダム管理の見える化も進めていきましょう

と話しました。

小田桐　業界全体として週休2日制やICT技術の

活用など、働き方改革に取り組んでいますが、当事

務所でもDXを活用し、業務の効率化に向けた取り

組みを進めています。魅力的で、やりがいのある建

設業界となるよう一緒に取り組んでいければと

思っています。

ありがとうございました 

小田桐 淳司 東北地方整備局北上川ダム統合管理事務所長に聞く小田桐 淳司 東北地方整備局北上川ダム統合管理事務所長に聞く

略　歴

小田桐　淳司（おだぎり　あつし）
1968年生まれ　青森県弘前市出身
1987年　建設省入省（東北地方建設局北上川ダム

統合管理事務所）
2010年　国土交通省河川局防災課改良計画係長
2011年　国土交通省水管理・国土保全局防災課審査

係長
2012年　東北地方整備局仙台河川国道事務所工務

第一課長
2015年　東北地方整備局建政部都市・住宅整備課

建設専門官
2017年　東北地方整備局河川部河川計画課建設専門官
2021年　国土交通省水管理・国土保全局治水課

課長補佐
2023年　東北地方整備局北上川ダム統合管理事務所長

　北上川流域にある四十四田、御所、田瀬、
湯田、胆沢の5大ダムを管理している北上
川ダム統合管理事務所の所長に小田桐淳
司氏が就任した。北上川上流ダム再生事業
として四十四田ダムの堤体嵩上げと御所ダ
ムの操作方法の変更により、洪水調節機能
の増強を図るほか、維持管理、環境整備を
担当している。小田桐所長に事業の取り組
みなどを伺った。

就任の抱負をお願いします

ダム再生事業についてお伺いします

ダム管理については

今後の取り組みついては

建設業界へのメッセージをお願いします

仕事をしていく上でのモットーは


